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1. 当社は、事業活動の実態を踏まえ、次の事項に対して重点的に取り組みます。

（1）二酸化炭素排出量を削減します。

（2）電力使用量を削減します。

（3）廃棄物排出量を削減します。

（4）節水を推進し、水使用量を削減します。

2. 事業に関わる環境関連法規、協定等を遵守します。

3. 全社でICTに取り組むことにより新たな事業を展開します。

4.

5.

6.

7. 社員全員に環境方針の周知を図り、環境経営の実効性の向上に努めます。

環 境 経 営 方 針

 経営理念

環境方針

代表取締役社長　　永添　洋壱

当社は、建設事業活動を通しての環境保全が重要経営課題と認識し、

『自然との調和、よりよい環境を残す』を基本理念と定め、美しい地

球を未来の子供たちに残せるよう企業の社会的責任を果たします。

　また、環境改善に寄与する技術を積極的に導入することで、循環型

社会、環境保全に向けて全社をあげて取り組みます。

将来的に安定した環境経営を実現させるために、社員への教育・訓練等を
行い、人材育成及びコスト削減に努め、業務の効率化を図ります。

地域社会とのコミュニケーションを大切にし、環境維持活動への取組みを
推進します。

環境経営の取組みを定期的に評価し、見直し結果に基づき継続的改善を図
ります。

制定日　2020年　10月　1日
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１） 事 業 所 名 株式会社　扶桑エンジニアリング

代 表 者 氏 名 代表取締役社長　永添洋壱

２） 所 在 地 本　社 〒848-0023 伊万里市大坪町丙2110-12

上古賀倉庫 〒848-0022 伊万里市大坪町乙4716

永山倉庫 〒848-0021 伊万里市大坪町甲930

３） 環 境 管 理 責 任 者 本社 専務取締役 冨岡俊法

担 当 者 本社 技術部次長 山口繁樹

連 絡 先 TEL0955-22-4171.　　FAX0955-23-5022

E-ｍail：office@fuso-eng.co.jp

HP  ：   http://www.fuso-eng.co.jp

４） 事 業 の 内 容 土木工事業、とび・土工工事業、さく井工事業、地質調査業

５） 事 業 の 規 模 ・売上高（第47期：令和4年度）374,408,000円

2．組織の概要

単位 本社 上古賀倉庫 永山倉庫 合計

1,444.7

従業員数 人 21 2 2 25

床面積 ㎥ 211.4 652.4 580.9

Google Earth

伊万里湾

伊万里市

本社

永山倉庫

上古賀倉庫大坪町
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６） 保有車両及び機械等 【車両】 【主要機械】

総務部 軽自動車 バックホウ(0.1㎥)

営業部 普通車 バックホウ(0.2㎥)

普通車 ボーリングマシン

軽自動車 (5.5kw級)

ダンプトラック(4t) ボーリングマシン

ダンプトラック(2t) (55kw級)

ユニック車(7t) 吹付機械

ユニック車(3t) 杭打機

７） 会 社 沿 革 株式会社　扶桑エンジニアリング

20,000,000円

昭和26年 9月 旭試錐

昭和33年 8月 扶桑試錐工業

昭和46年 5月 扶桑試錐工業有限会社

昭和51年12月 株式会社扶桑エンジニアリング

建設工事 (特-2)第3286号

測量業 第(7)16807号

地質調査業 (質29)第385号

建設コンサルタント (建01)第6624号

1台 1台

3台 2台

5台
3台

8台

創　立

登　録

1台

1台 2台

2台

社　名

資本金

技術部

2台

1台
2台
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8） 会 社 の 事 業 紹 介

地すべり対策工事

法面保護工事

土 木 工 事

地 質 調 査

土 工

護岸工 橋梁工

植生工 鉄筋挿入工

杭打工

アンカー工

ボーリング調査工

地盤調査工

土質試験

落石防止工事

吹付法枠工

杭打工
アンカー工

落石防止柵工 転石破砕工 ロックネット工

土工

集水井工
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9） 施 工 事 例 の 紹 介

地すべり対策工事

法面保護工事

土 木 工 事

落石防止工事

完 成

杭打工 集水井工 アンカー工

完 成

アンカー工集水井工

ロープ伏工ロックネット工落石防護柵工

地下水排除工

モルタル吹付工 法枠工 簡易法枠工植生基材吹付工

護岸工 道路工 橋梁工
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（1） 対象組織 本社

上古賀倉庫

永山倉庫

（2） 対象活動

（3） 対象外事業所 無（全組織・全活動を対象とする）

土木工事業、とび・土工工事業、さく井工事業、
地質調査業

3．認証・登録の対象範囲
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ＥＡ２１実施体制

4．実施体制

≪役割・責任・権限≫

所　属 内　　　容

代表者

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ。

・環境方針を作成し見直しなど従業員に周知する。

・環境管理責任者及びＥＡ２１事務局員を任命する。

・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する。

・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価及び見直しを指示する。

環境管理責任者

・ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行するなど環境実績を向上させる。

・環境目標及び環境活動計画を作成する。

・3カ月毎にＥＡ２１委員会を開催して、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実行状況を確認・評価する。

・社内全体に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する。

・上記の結果を代表者に報告する。

ＥＡ２１委員会
・３カ月毎に委員会を開催し、環境目標の達成状況や活動計画の実施状況を審議する。

・問題点が発生した場合は、必要な是正処置を検討する。

ＥＡ２１事務局
・環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持・集計・管理を行う。

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う。

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する

・決められた担当の役割や責任を理解し、自から積極的に環境活動へ参加する。

部門長

・環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する。

・環境目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する。

・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する。

・自部門に関連する法規制等を遵守する。

・自部門の教育・訓練を実施する。

代表者

代表取締役社長 永添洋壱

環境管理責任者

専務取締役 冨岡俊法

EA２１委員会

技術部部長 正 黒木正人

技術部員 副 井手瑞貴

EＡ２１事務局

技術部次長 正 山口繁樹

総務部員 副 平川果歩

営業

事業本部長 山口宏基

本社

総務主任 石橋しのぶ

技術課

技術第一課長 黒川敏明

工事課

工事課長 中島秀隆

〈本社担当〉

環境目標達成のため、責任を

もって本社を担当し環境活動

を推進する。

〈上古賀倉庫担当〉

環境目標達成のため、上古

賀倉庫を担当し、責任を

もって環境活動を推進する。

〈永山倉庫担当〉

環境目標達成のため、永山

倉庫を担当し、責任をもっ

て環境活動を推進する。

総務部門 営業部門 工事部門 技術部門
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・当社では環境経営を推進していくため、毎年、“環境活動計画”を立て、1年毎に取組状況の確認と

　見直しを行い、エコアクション２１委員会メンバーを中心に、“継続的な運営と改善”を目指し、全社員

　で取組んでいます。

・取組状況については『環境経営レポート』としてまとめています。

担当責任者 対象

1 取り組みの対象組織・活動の明確化 EA２１委員会 各現場・事務所

2 環境方針の策定 社　　長 各現場・事務所

3 環境負荷と環境への取り組み状況の把握及び評価 EA２１委員会 各現場・事務所

4 環境関連法規等の取りまとめ EA２１委員会 各現場・事務所

5 環境目標及び環境活動計画の策定 EA２１委員会 各現場・事務所

担当責任者 対象

6 実施体制の構築 EA２１委員会 各現場・事務所

7 教育・訓練の実施 各部門長 全社員・協力業者

8 環境コミュニケーションの実施 各部門長 全社員

9 環境上の緊急事態への準備及び対応 EA２１委員会 各現場・事務所

10 環境関連文書及び記録の作成・管理 EA２１事務局 各現場・事務所

担当責任者 対象

環境管理責任者

EA２１委員会

担当責任者 対象

社　　長

環境管理責任者

13 環境レポートの作成 EA２１事務局 各現場・事務所

　　　　　　　　　　　　 環境マネジメントサイクル

【環境経営のPDCAサイクル】

Plan

計画の策定

Do

計画の実施

Action

全体の評価と見直し

12 代表者による全体の評価と見直し 各現場・事務所

Check

取組状況の確認及び評価

11 取組状況の確認ならびに問題の是正及び予防 各現場・事務所

継続的改善

Plan
計画の策定

Check
取組状況の確認

Do
計画の実施

Action
全体の評価と

見直し
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当社の削減目標は次のとおりで、前年度比1%削減を目指します。

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

1.二酸化炭素排出量の削減 ㎏CO₂ 121,564 120,348 119,133 117,917 116,701

㎏CO₂/百万円 265.2 262.5 259.9 257.2 254.6

2.電気使用量の削減 kWh 27,539.0 27,263.6 26,988.2 26,712.8 26,437.4

kWh/百万円 60.1 59.5 58.9 58.3 57.7

3.ガソリン使用量の削減 L 13,269.7 13,137.0 13,004.3 12,871.6 12,738.9

L/百万円 28.9 28.7 28.4 28.1 27.8

4.軽油使用量の削減 L 30,196.1 29,894.1 29,592.2 29,290.2 28,988.3

L/百万円 65.9 65.2 64.6 63.9 63.2

5.灯油使用量の削減 L 132.0 130.7 129.4 128.0 126.7

6.液化石油ガス(LPG)使用量の削減 kg 0 0 0 0 0

7.水道水使用量の削減 ㎥ 133.0 131.7 130.3 129.0 127.7

㎥/百万円 0.29 0.29 0.28 0.28 0.28

8.地下水使用量の削減 ㎥ 70.8 70.1 69.4 68.7 68.0

㎥/百万円 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15

9.一般廃棄物排出量の削減 kg 208.0 205.9 203.8 201.8 199.7

kg/百万円 0.45 0.45 0.44 0.44 0.44

10.産業廃棄物排出量の削減 t 0 0 0 0 0

11.顧客・第三者クレーム０化 件 0 0 0 0 0

12.地域貢献活動の推進 回 年 3回実施 年 3回実施 年 3回実施 年 3回実施 年 3回実施

13.環境教育の推進 回 年 12回実施 年 12回実施 年 12回実施 年 12回実施 年 12回実施

期間内の売上高 百万円 458.4

　備　考

(1) すべての使用量、排出量の目標値は、売上高あたりの原単位により設定した。

(2) 購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.437kg-CO2／kWh（九州エナジー　2021年度・調整後）を使用した。

(3) 燃料の排出係数は、環境省温室効果ガス排出係数一覧より使用した。

(4) 灯油、液化石油ガス（LPG)、産業廃棄物は数量のみの管理とする。

5．環境経営目標

全　　社

項　　　　目 単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減
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単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

㎏CO₂ 7,774 7,696 7,619 7,541 7,463

㎏CO₂/百万円 17.0 16.8 16.6 16.5 16.3

㎏CO₂ 7,278 7,205 7,132 7,060 6,987

㎏CO₂/百万円 15.9 15.7 15.6 15.4 15.2

㎏CO₂ 106,512 105,447 104,382 103,317 102,252

㎏CO₂/百万円 232.4 230.0 227.7 225.4 223.1

㎏CO₂ 121,564 120,348 119,133 117,917 116,701

㎏CO₂/百万円 265.2 262.5 259.9 257.2 254.6

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

kWh 14,961.0 14,811.4 14,661.8 14,512.2 14,362.6

kWh/百万円 32.6 32.3 32.0 31.7 31.3

kWh 2,255.0 2,232.5 2,209.9 2,187.4 2,164.8

kWh/百万円 4.9 4.9 4.8 4.8 4.7

kWh 6,362.0 6,298.4 6,234.8 6,171.1 6,107.5

kWh/百万円 13.9 13.7 13.6 13.5 13.3

kWh 3,961.0 3,921.4 3,881.8 3,842.2 3,802.6

kWh/百万円 8.6 8.6 8.5 8.4 8.3

kWh 27,539.0 27,263.6 26,988.2 26,712.8 26,437.4

kWh/百万円 60.1 59.5 58.9 58.3 57.7

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

L 412.3 408.2 404.1 399.9 395.8

L/百万円 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9

L 1,215.0 1,202.9 1,190.7 1,178.6 1,166.4

L/百万円 2.65 2.62 2.60 2.57 2.54

L 11,642.4 11,526.0 11,409.6 11,293.1 11,176.7

L/百万円 25.4 25.1 24.9 24.6 24.4

L 13,269.7 13,137.0 13,004.3 12,871.6 12,738.9

L/百万円 28.9 28.7 28.4 28.1 27.8

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

２

区　　分電
気
使
用
量
の
削
減

本　　社

上 古 賀 倉 庫

１

区　　分 単位

基準年
2021年度

単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減

本　　社

各　 倉　 庫

各　 現　 場

合　　計

永  山  倉  庫

各　 現　 場

合　　計

３

区　　分 単位ガ
ソ
リ
ン
使
用
量
の
削
減

本　 社

各　 倉　 庫

各　 現　 場

合　　計

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減
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単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

L 201.0 199.0 197.0 195.0 193.0

L/百万円 0.44 0.43 0.43 0.43 0.42

L 29,995.1 29,695.1 29,395.2 29,095.2 28,795.3

L/百万円 65.4 64.8 64.1 63.5 62.8

L 30,196.1 29,894.1 29,592.2 29,290.2 28,988.3

L/百万円 65.9 65.2 64.6 63.9 63.2

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

本　　社 L 10.0 9.9 9.8 9.7 9.6

各　 倉　 庫 L 0 0 0 0 0

各　 現　 場 L 122.0 120.8 119.6 118.3 117.1

合　　計 L 132.0 130.7 129.4 128.0 126.7

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

各　 倉　 庫 kg 0 0 0 0 0

各　 現　 場 kg － － － － －

合　　計 kg 0 0 0 0 0

６

区　　分 単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減　

　
　
　
　
使
用
量
の
削
減

液
化
石
油
ガ
ス

(

L
P
G

)

５

区　　分 単位灯
油
使
用
量
の
削
減

４

区　　分 単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減軽

油
使
用
量
の
削
減

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減

各　 倉　 庫

各　 現　 場

合　　計
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単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

㎥ 75.0 74.3 73.5 72.8 72.0

㎥/百万円 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16

㎥ 58.0 57.4 56.8 56.3 55.7

㎥/百万円 0.13 0.13 0.12 0.12 0.12

㎥ － － － － －

㎥/百万円 － － － － －

㎥ 133.0 131.7 130.3 129.0 127.7

㎥/百万円 0.29 0.29 0.28 0.28 0.28

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

㎥ 70.8 70.1 69.4 68.7 68.0

㎥/百万円 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15

各　 現　 場 ㎥ － － － － －

㎥ 70.8 70.1 69.4 68.7 68.0

㎥/百万円 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

kg 208.0 205.9 203.8 201.8 199.7

kg/百万円 0.45 0.45 0.44 0.44 0.44

kg － － － － －

kg/百万円 － － － － －

kg － － － － －

kg/百万円 － － － － －

kg 208.0 205.9 203.8 201.8 199.7

kg/百万円 0.45 0.45 0.44 0.44 0.44

9

区　　分 単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減一

般
廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

本　　社

各　 倉　 庫

各　 現　 場

合　　計

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減

本　　社

各　 倉　 庫

各　 現　 場

合　　計

8

区　　分地
下
水
使
用
量
の
削
減

各　 倉　 庫

合　　計

７

区　　分 単位

基準年
2021年度

単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減水

道
水
使
用
量
の
削
減
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単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

各　 倉　 庫 t 0 0 0 0 0

各　 現　 場 t 0 0 0 0 0

合　　計 t 0 0 0 0 0

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

本　 社 件 0 0 0 0 0

各　 現　 場 件 0 0 0 0 0

合　　計 件 0 0 0 0 0

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

本　 社 回 年 3回実施 年 3回実施 年 3回実施 年 3回実施 年 3回実施

合　　計 回 年 3回実施 年 3回実施 年 3回実施 年 3回実施 年 3回実施

単年度目標

2021.5～
　2022.4

2022.5～
　2023.4

2023.5～
　2024.4

2024.5～
　2025.4

2025.5～
　2026.4

本　 社 回 年 12回実施 年 12回実施 年 12回実施 年 12回実施 年 12回実施

合　　計 回 年 12回実施 年 12回実施 年 12回実施 年 12回実施 年 12回実施

13

区　　分 単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減環

境
教
育
の
推
進

12

区　　分 単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減地

域
貢
献
活
動
の
推
進

１1

区　　分 単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減 

　
　
ク
レ
ー

ム
0
化

顧
客
・
第
三
者

１0

区　　分産
業
廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

単位

基準年
2021年度

中長期目標

2022年度
1%削減

2023年度
2%削減

2024年度
3%削減

2025年度
4%削減
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◆全　社 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

1.二酸化炭素排出量の削減 ㎏CO₂ 121,564 120,348 104,769

㎏CO₂/百万円 265.2 262.5 208.3 121% ◎

2.電気使用量の削減 kWh 27,539.0 27,263.6 22,901.0

kWh/百万円 60.1 59.5 45.5 123% ◎

3.ガソリン使用量の削減 L 13,269.7 13,137.0 12,269.0

L/百万円 28.9 28.7 24.4 115% 〇

4.軽油使用量の削減 L 30,196.1 29,894.1 25,696.4

L/百万円 65.9 65.2 51.1 122% ◎

5.灯油使用量の削減 L 132.0 0 134.0

6.液化石油ガス(LPG)使用量の削減 kg 0 0 0

7.水道水使用量の削減 ㎥ 133.0 131.7 140.0

㎥/百万円 0.29 0.29 0.28 103% 〇

8.地下水使用量の削減 ㎥ 70.8 70.1 43.4

㎥/百万円 0.15 0.15 0.09 144% ◎

9.一般廃棄物排出量の削減 kg 208.0 205.9 263.0

kg/百万円 0.45 0.45 0.52 84% △

10.産業廃棄物排出量の削減
　（再生資源、有価物を除く）

ｔ 2,205.4 0 1,090.4

11.顧客・第三者クレーム0化 回 0 0 2 未達成 ×

12.地域貢献活動の推進 回 期間中 3回実施 期間中 3回実施 3 達成 ◎

13.環境教育の推進 回 期間中 12回実施 期間中 12回実施 12 達成 ◎

期間内の売上高 百万円 458.4 502.9

　備　考

(1) すべての使用量、排出量の目標値は、売上高あたりの原単位により設定した。

(2) 購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.437kg-CO2／kWh（九州エナジー 2021年度・調整後）を使用した。

(3) 燃料の排出係数は、環境省温室効果ガス排出係数一覧より使用した。

(4) 灯油、液化石油ガス(LPG)、地下水(各現場)、産業廃棄物は数量のみの管理とする。

(5) 達成率：（目標値-実測値）/目標値＋1

6．環境経営目標の達成状況

項　　　目 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

達成状況判定区分

◎：120%以上

〇：100%以上120%未満

△：80%以上100%未満

×：80%未満
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◆二酸化炭素排出量の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

㎏CO₂ 7,774 7,696 7,332

㎏CO₂/百万円 17.0 16.8 14.6 113% 〇

㎏CO₂ 7,278 7,205 6,581

㎏CO₂/百万円 15.9 15.7 13.1 117% 〇

㎏CO₂ 106,512 105,446 90,855

㎏CO₂/百万円 232.4 230.0 180.7 121% ◎

◆電気使用量の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

kWh 14,961.0 14,811.4 14,182.0

kWh/百万円 32.6 32.3 28.2 113% 〇

kWh 2,255.0 2,232.5 911.0

kWh/百万円 4.9 4.9 1.8 163% ◎

kWh 6,362.0 6,298.4 6,544.0

kWh/百万円 13.9 13.7 13.0 105% 〇

kWh 3,961.0 3,921.4 1,264.0

kWh/百万円 8.6 8.6 2.5 171% ◎

◆ガソリン使用料の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

L 412.3 408.2 488.9

L/百万円 0.9 0.9 1.0 91% △

L 1,215.0 1,202.9 1,142.5

L/百万円 2.7 2.6 2.3 113% 〇

L 11,642.4 11,526.0 10,637.6

Ｌ/百万円 25.4 25.1 21.2 116% 〇

◆軽油使用量の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

L 201.0 199.0 261.0

L/百万円 0.44 0.43 0.52 80% △

L 29,995.1 29,695.1 25,435.4

Ｌ/百万円 65.4 64.8 50.6 122% ◎

　備　考

(1) すべての使用量、排出量の目標値は、売上高あたりの原単位により設定した。

(2) 購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.437kg-CO2／kWh（九州エナジー 2021年度・調整後）を使用した。

(3) 燃料の排出係数は、環境省温室効果ガス排出係数一覧より使用した。

(4) 達成率：（目標値-実測値）/目標値＋1

2022年度 2022年5月～2023年4月

各　 倉　 庫

各　 現　 場

基準年
2021年度

21.5～22.4

本　　社

各　 倉　 庫

各　 現　 場

項　　　目 単位

項　　　目 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

本　　社

各　 倉　 庫

各　 現　 場

項　　　目 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

本　　社

上 古 賀 倉 庫

永  山  倉  庫

各　 現　 場

区　　　分 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

達成状況判定区分

◎：120%以上

〇：100%以上120%未満

△：80%以上100%未満

×：80%未満
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◆灯油使用量の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

本　　社 L 10.0 0 0 － －

各　 倉　 庫 L 0 0 56.0 － －

各　 現　 場 L 122.0 0 78.0 － －

◆液化石油ガス(LPG)使用量の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

各　 倉　 庫 kg 0 0 0 － －

各　 現　 場 ㎥ － － － － －

◆水道水使用量の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

㎥ 75.0 74.3 73.0 102% 〇

㎥/百万円 0.16 0.16 0.15 110% 〇

㎥ 58.0 57.4 67.0 83% △

㎥/百万円 0.13 0.13 0.13 94% △

㎥ － － － － －

㎥/百万円 － － － － －

◆地下水使用量の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

㎥ 70.8 70.1 43.4

㎥/百万円 0.15 0.15 0.09 144% ◎

各　 現　 場 ㎥ 149.6 0 98.9 － －

　備　考

(1) すべての使用量、排出量の目標値は、売上高あたりの原単位により設定した。

(2) 燃料の排出係数は、環境省温室効果ガス排出係数一覧より使用した。

(3) 灯油、液化石油ガス(LPG)、地下水(各現場)は数量のみの管理とする。

(4) 達成率：（目標値-実測値）/目標値＋1

2022年度 2022年5月～2023年4月

各　 倉　 庫

基準年
2021年度

21.5～22.4

本　　社

各　 倉　 庫

各　 現　 場

項　　　目 単位

項　　　目 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

区　　　分 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

項　　　目 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

達成状況判定区分

◎：120%以上

〇：100%以上120%未満

△：80%以上100%未満

×：80%未満

 16



◆一般廃棄物排出量の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

kg 208.0 205.9 188.0 109% 〇

kg/百万円 0.45 0.45 0.37 117% 〇

kg 0 0 75.0 － －

kg/百万円 0 0 0.149 － －

kg － － － － －

kg/百万円 － － － － －

◆産業廃棄物排出量の削減 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

ｔ 0 0 0 － －

ｔ/百万円 0 0 0 － －

各　 現　 場 ｔ 2,205.4 0 1,090.4 － －

◆顧客・第三者クレーム0化 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

　本　　社 件 0 0 0 － －

各　 現　 場 件 0 0 2 － ×

◆地域貢献活動の推進 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

本　　社 回 期間中 3回実施 3 3 100% 〇

◆環境教育の推進 目標達成率　100％以上

目標値(1％削減) 実績値 達成率 達成状況

本　　社 回 期間中 12回実施 12 12 100% 〇

　備　考

(1) すべての使用量、排出量の目標値は、売上高あたりの原単位により設定した。

(2) 産業廃棄物は数量のみの管理とする。

(3) 達成率：（目標値-実測値）/目標値＋1

項　　　目 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

項　　　目 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

2022年度 2022年5月～2023年4月

各　 倉　 庫

項　　　目 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

基準年
2021年度

21.5～22.4

本　　社

各　 倉　 庫

各　 現　 場

区　　　分 単位

項　　　目 単位
基準年

2021年度
21.5～22.4

2022年度 2022年5月～2023年4月

達成状況判定区分

◎：120%以上

〇：100%以上120%未満

△：80%以上100%未満

×：80%未満
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環境経営目標の実績グラフ
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目標達
成状況

目標達
成状況

目標達
成状況

目標達
成状況

◎ 〇 △ 〇

◎ △ 〇 〇

◎ △ 〇 〇

◎ ◎ × 〇

項　　　　目

５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

基準月と比べ、排出量は増加して
いるが、原単位では減少してい
る。

2.電気使用量の削減
総使用量が少し減少しており、原
単位で比較すれば、大きく減少し
ている。

電気使用量は削減しているが、原
単位で比較すると、増加してい
る。

電気使用量は削減している。原単
位の比較では少し増加している。

各現場での使用量は増加している
が、本社、各倉庫は減少してい
る。また、原単位でも減少してい
る。

全
 
 

社

1.二酸化炭素排出量の削減
電気、ガソリン、軽油の使用量が
原単位で20％以上も削減してい
るのが影響している。

電気、ガソリン、軽油の使用量が
減少しているため　排出量は削減
している。

基準月と比べ、11月期は排出量
が増加しているが、12，1月期
は排出量が減少している。原単位
では若干増加している。

3.ガソリン使用量の削減
総使用量が少し減少しており、原
単位で比較すれば、大きく減少し
ている。

ガソリン使用量は削減している
が、原単位で比較すると、増加し
ている。

総使用量は少し増加しているが、
原単位で比較すれば、少し減少し
ている。

総使用量では微増しているが、原
単位では減少している。

◎・・良く出来た　〇・・概ね出来た　△・・あまり出来なかった　×・・ほとんど出来なかった

4.軽油使用量の削減

各現場で水抜きボーリング作業が
多かった割には、軽油使用量が減
少している。原単位で比較しても
大きく削減出来ている。

総使用量が基準月の約3割であ
る。法面工関連の減少が影響して
いる。

11月にボーリング作業が多かっ
たので使用量が増加している。原
単位では少しでははあるが、増加
しており目標達成できていない。

総使用量は大きく増えているが、
原単位では少しではあるが、減少
している。

5.灯油使用量の削減
5月期に上古賀のハイウォッ
シャーに使用。

8月～10月期間中は使用してい
ない。

12月に現場事務所内のストーブ
で使用している。

2月期に各現場にて56ℓ使用し
ている。

6.液化石油ガス(LPG)使用量の削減
5月～7月期間中は使用していな
い。

8月～10月期間中は使用してい
ない。

11月～1月期間中は使用してい
ない。

2月～4月期間中は使用していな
い。

7．環境経営目標の達成状況とその評価
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目標達
成状況

目標達
成状況

目標達
成状況

目標達
成状況

〇 △ × 〇

◎ 〇 〇 ◎

〇 △ 〇 〇

〇 〇 〇 〇

◎ × × ◎

× ◎ ◎ ◎

〇 〇 〇 〇

◎・・良く出来た　〇・・概ね出来た　△・・あまり出来なかった　×・・ほとんど出来なかった

12.地域貢献活動の推進
5月～7月期間中には実施してい
ない。

9月16日に実施 1月27日に実施 4月28日に実施

13.環境教育の推進
各部署月1回の会議を行い、環境
教育の推進が概ねできた。

各部署月1回の会議を行い、環境
教育の推進が概ねできた。

各部署月1回の会議を行い、環境
教育の推進が概ねできた。

各部署月1回の会議を行い、環境
教育の推進が概ねできた。

総使用量は基準月と同じ量だが、
原単位で比較したら減少してい
る。

11.顧客・第三者クレーム０化
5月～7月期間中には顧客・第三
者からのクレームはなかった。

8月～10月期間中に顧客・第三
者からのクレームが1件あった。

11月～1月期間中に顧客・第三
者からのクレームが1件あった。

2月～4月期間中には顧客・第三
者からのクレームはなかった。

10.産業廃棄物排出量の削減
木くず、コンクリ殻が発生してい
るが、すべて再生資源である。

木くずが発生しているが、すべて
再生資源である。

木くず、コンクリ殻が発生してい
るが、すべて再生資源である。

木くず、コンクリ殻が発生してい
るが、すべて再生資源である。

全
 
 

社

7.水道水使用量の削減
総使用量は基準月と同じである
が、原単位で比較したら減少して
いる。

水道水使用量は削減しているが、
原単位で比較すると、増加してい
る。

目標は達成していない。永山倉庫
で12月期に多量に使用してい
る。原因は休日に水道からの漏れ
が原因である。

9.一般廃棄物排出量の削減
本社から発生する一般廃棄物は少
量ではあるが減少している。

総排出量は減少しているが、原単
位で比較したら増加している。

毎月の排出量は概ね減少してい
る。

総使用量は若干増えているが、原
単位では減少している。

8.地下水使用量の削減
各現場での使用はない。地下水使
用量は上古賀の使用量のみの計上
である。使用量は減少している。

地下水使用量は削減している。
使用量は毎月平均的な2～3㎥と

なっている。
総使用量は減少している。

項　　　　目

５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価
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1

2

3

4

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

3

4

１．二酸化炭素排出量の削減

取組目標 区分 責任者 達成手段 担当者
スケジュール

５～７月 ８～10月 11～１月 ２～４月

中島

中島
建設機械使用時は最大出力70％以下で作業する。

２．廃棄物排出量の削減

1 電気使用量の削減
本社

各倉庫
冨岡

就業時間外はパソコンの電源をOFFにする。

石橋
クールビズ、ウォームビズに心掛け、エアコン電気使用量の削減に努める。

3ヶ月に1回、エアコンのフィルターを清掃する。

上古賀倉庫をLEDライトに変更し節電に努める。

過積載防止に努め、月1回タイヤ空気圧をチェックする。（ガソリンスタンド）

3 軽油使用量の削減 各現場 冨岡
建設機械、発電機、コンプレッサーなどアイドリングストップに努める。

2 ガソリン使用量の削減
本社

各倉庫
各現場

冨岡
年内にエコカー車を1台購入する。

スケジュール
５～７月 ８～10月 11～１月 ２～４月

1 一般廃棄物排出量の削減 本社 冨岡
コピーするときは出来るだけ両面コピーや裏紙使用とする。

取組目標 区分 責任者 達成手段 担当者

石橋
印刷する前に再度チェックを行い、ミスコピーを減らす。

2 産業廃棄物排出量の削減
各倉庫
各現場

冨岡
分別を徹底しリサイクルに積極的に努める。

中島
分別を徹底し、再利用できるものは保管しておく。

５～７月 ８～10月

1 顧客又は各関係者とのコミュニケーション力を高める。

11～１月 ２～４月

３．水使用量の削減

取組目標 区分 責任者 達成手段 担当者
スケジュール

５～７月 ８～10月 11～１月 ２～４月

1 水使用量の削減
本社

各倉庫
各現場

冨岡
節水に対する意識を向上させるため、張り紙等を掲示する。

スケジュール
５～７月 ８～10月 11～１月 ２～４月

石橋
中島

冨岡

石橋
井手試験室の水槽を分割し、CBR試験など節水に努める。

５．地域貢献活動の推進

取組目標 区分 責任者 達成手段 担当者

黒木

2ヶ月に1度技術部内でドローン・トータルステーションの技術指導を行なう

1ヶ月に1度各部署において環境教育訓練等を行う。

電子マニュフェストでの管理50％を目指す。

４．顧客・第三者クレーム０化

取組目標 区分 責任者 達成手段 担当者

1 顧客・第三者のクレーム０化
本社

各現場
冨岡

8．環境経営計画

スケジュール
５～７月 ８～10月 11～１月 ２～４月

社内掲示板にエコアクションの進捗状況を掲載する。

石橋
週に1回、デスク周りの整理・整頓を実施する。

６．環境教育

取組目標 区分 責任者 達成手段 担当者

スケジュール

1 社内外清掃 本社 冨岡
年に3回、本社周辺の清掃活動を実施する。

1 環境経営の推進 本社
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〇本社 （期間：2022.5月～2023.4月）
　二酸化炭素排出量の削減 ◎・・良く出来た　〇・・概ね出来た　△・・あまり出来なかった　×・・ほとんど出来なかった

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 就業時間外はパソコンの電源をOFFにする。 〇 〇 〇 〇

2 クールビズ、ウォームビズに心掛け、エアコン電気使用量の削減に努める。 △ 〇 △ △

3 3ヶ月に1回、エアコンのフィルターを清掃する。 〇 〇 〇 ◎

1 年内にエコカー車を1台購入する。 × △ 〇 ◎

2
過積載防止に努め、月1回タイヤ空気圧をチェックする。
（ガソリンスタンド）

△ △ × △

　廃棄物排出量の削減

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 コピーするときは出来るだけ両面コピーや裏紙使用とする。 〇 〇 〇 〇

2 印刷する前に再度チェックを行い、ミスコピーを減らす。 〇 〇 〇 〇

　水使用量の削減

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 水使用量の削減 1 節水に対する意識を向上させるため、張り紙等を掲示する。 〇 〇 〇 〇

　顧客・第三者クレーム０化

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1
顧客・第三者の
　　　　クレーム０化

1 顧客又は各関係者とのコミュニケーション力を高める。 〇 〇 〇 〇

　地域貢献活動の推進

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 年に3回、本社周辺の清掃活動を実施する。 × ◎ ◎ ◎

2 週に1回、デスク周りの整理・整頓を実施する。 △ △ 〇 〇

　環境教育

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 社内掲示板にエコアクションの進捗状況を掲載する。 〇 〇 〇 〇

2 1ヶ月に1度各部署において環境教育訓練等を行う。 〇 〇 〇 〇

3 電子マニュフェストでの管理50％を目指す。 △ 〇 〇 ◎

4
2ヶ月に1度技術部内でドローン・トータルステーションの
技術指導を行なう。 △ △ △ ○

５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

各関係者と上手にコミュニケーションが
よくとれている。

各関係者と上手にコミュニケーションが
よくとれている。

各関係者と上手にコミュニケーションが
よくとれている。

各関係者と上手にコミュニケーションが
よくとれている。

1 環境経営の推進

ほとんどの社員が月1回の空気圧チェッ
クはしていない。

概ね3割の社員が月1回の空気圧チェッ
クはできた。

水道蛇口付近に節水協力のステッカーを
取り付けた。

水道蛇口付近に節水協力のステッカーを
取り付けた。

節水に対する意識が向上していると思わ
れる。

節水に対する意識が向上していると思わ
れる。

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

ラインを使用して注意喚起することで、
社員に概ね徹底できた。

ラインを使用して注意喚起することで、
社員に概ね徹底できた。

概ね整理・整頓できた。 概ね整理・整頓できた。

9月中旬に予定。 9月16日実施 1月27日実施 4月28日実施

掲示板掲載や回覧板で活動状況を告知し
た。

掲示板掲載や回覧板で活動状況を告知し
た。

掲示板掲載や回覧板で活動状況を告知し
た。

掲示板掲載や回覧板で活動状況を告知し
た。

電子マニュフェストでの管理は約70％
くらい出来ている。

電子マニュフェストでの管理は、ほぼ出
来ている。

5月～7月までの3カ月で1回しか実施し
ていない。

8月～10月までの3カ月で1回しか実施
していない。

11月～1月までの3カ月で1回しか実施
していない。

2月～4月までの3カ月で2回実施。

月1回の各部門会議で実施した。 月1回の各部門会議で実施した。 月1回の各部門会議で実施した。 月1回の各部門会議で実施した。

電子マニュフェストは1回の試みしかし
ておらず、上手く運用できていない。

電子マニュフェストでの管理は約30％
くらい出来ている。

1 社内外清掃

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

取組目標 達成手段

2 ガソリン使用量の削減

評価

1 一般廃棄物排出量の削減
コピーや印刷に関しては、概ね取り組め
た。

コピーや印刷に関しては、概ね取り組め
た。

コピーや印刷に関しては、概ね取り組め
た。

コピーや印刷に関しては、概ね取り組め
た。コピー枚数は減少。

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価

エコカー購入を検討中。 年度内に2台購入を検討中。 1月に契約。2月上旬に納車予定。 2月上旬に2台納車完了。

約半数の社用車が空気圧のチェックが出
来ていない。

約半数の社用車が空気圧のチェックが出
来ていない。

1 電気使用量の削減

ラインを使用して注意喚起することで、
社員に概ね徹底できている。

ラインを使用して注意喚起することで、
社員に概ね徹底できている。

毎週末に呼びかけることで、社員に概ね
徹底できている。

毎週末に呼びかけることで、社員に概ね
徹底できている。

出来る限りのクールビズに努めたが、朝
から気温が高く、エアコンの使用量削減
にはつながらなかった。

本社では会社支給のポロシャツを着て
クールビズに努めた。

冬場のウォームビズは難しく、エアコン
の節電にはあまり出来ていない。

冬場のウォームビズは難しく、エアコン
の節電にはあまり出来ていない。

6台ある本社のエアコンは6月に清掃出
来た。

9月に清掃。 12月に清掃。 3月に清掃。

9．環境経営計画の実施状況とその評価

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価
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〇各倉庫
　二酸化炭素排出量の削減 ◎・・良く出来た　〇・・概ね出来た　△・・あまり出来なかった　×・・ほとんど出来なかった

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 3ヶ月に1回、エアコンのフィルターを清掃する。 × 〇 ◎ ◎

2 上古賀倉庫をLEDライトに変更し節電に努める。 × ◎ - -

2 ガソリン使用量の削減 1
過積載防止に努め、月1回タイヤ空気圧をチェックする。
（ガソリンスタンド）

◎ 〇 △ ○

　廃棄物排出量の削減

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 分別を徹底しリサイクルに積極的に努める。 〇 〇 〇 〇

2 分別を徹底し、再利用できるものは保管しておく。 〇 △ 〇 △

　水使用量の削減

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 節水に対する意識を向上させるため、張り紙等を掲示する。 〇 〇 〇 〇

2 試験室の水槽を分割し、CBR試験など節水に努める。 × 〇 〇 〇

〇各現場
　二酸化炭素排出量の削減 ◎・・良く出来た　〇・・概ね出来た　△・・あまり出来なかった　×・・ほとんど出来なかった

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 ガソリン使用量の削減 1
過積載防止に努め、月1回タイヤ空気圧をチェックする。
（ガソリンスタンド）

〇 〇 △ ○

1 建設機械、発電機、コンプレッサーなどアイドリングストップに努める。 〇 〇 〇 〇

2 建設機械使用時は最大出力70％以下で作業する。 〇 〇 〇 〇

　廃棄物排出量の削減

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 分別を徹底しリサイクルに積極的に努める。 〇 〇 〇 〇

2 分別を徹底し、再利用できるものは保管しておく。 〇 △ 〇 〇

　水使用量の削減

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1 水使用量の削減 1 節水に対する意識を向上させるため、張り紙等を掲示する。 - - - -

　顧客・第三者クレーム０化

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況

1
顧客・第三者の
　　　　クレーム０化

1 顧客又は各関係者とのコミュニケーション力を高める。 〇 △ △ 〇
発注者と詳細な打合せが出来ており、コ
ミュニケーションがよくとれている。

1現場以外は発注者や各関係者とコミュ
ニケーションがよくとれている。

発注者、各関係者と上手にコミュニケー
ションがとれている。

発注者、各関係者と上手にコミュニケー
ションがとれている。

各現場での水使用なし 各現場での水使用なし 各現場での水使用なし 各現場での水使用なし

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

評価 評価 評価 評価

1 産業廃棄物排出量の削減
分別を徹底しリサイクルに努めた。再利
用で出来る物はなかった。

分別を徹底しリサイクルに努めた。再利
用で出来る物はなかった。

分別を徹底しリサイクルに努めた。再利
用で出来る物は段ボールのみ。

分別を徹底しリサイクルに努めた。再利
用で出来る物はなかった。

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

過積載防止に努めることができた。ダン
プ、ユニック車の空気圧点検も定期的に
出来た。

過積載防止に努めることができた。ダン
プ、ユニック車の空気圧点検も定期的に
出来た。

過積載防止に努めることができた。ダン
プ、ユニック車の空気圧点検はあまり出
来ていない。

過積載防止に努めることが出来た。ダン
プ、ユニック車の空気圧点検は概ね出来
た。

2 軽油使用量の削減
建設機械および発電機等はアイドリング
ストップができ、建設機械もエコ運転で
した。

建設機械および発電機等はアイドリング
ストップができ、建設機械もエコ運転で
した。

建設機械および発電機等はアイドリング
ストップができ、建設機械もエコ運転で
した。

建設機械および発電機等はアイドリング
ストップができ、建設機械もエコ運転で
した。

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

1 水使用量の削減
水道蛇口付近に節水協力のステッカーを
取り付けた。試験室の水槽分割は協議
中。

節水に対する注意喚起は出来ている。 節水に対する注意喚起は出来ている。 節水に対する注意喚起は出来ている。

水槽を分割し、節水に務めた。 水槽を分割し、節水に務めた。 水槽を分割し、節水に務めた。

1 産業廃棄物排出量の削減
分別を徹底しリサイクルに努めた。再利
用で出来る物は段ボールのみ。

分別を徹底しリサイクルに努めた。再利
用で出来る物はなかった。

分別を徹底しリサイクルに努めた。再利
用で出来る物は段ボールのみ。

分別を徹底しリサイクルに努めた。再利
用で出来る物はなかった。

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

過積載防止に努めることができた。ダン
プ、ユニック車の空気圧点検も定期的に
出来た。

過積載防止に概ね努めることができた。
ダンプ、ユニック車の空気圧点検も定期
的に出来た。

過積載防止に概ね努めることができた。
ダンプ、ユニック車の空気圧点検はあま
り出来ていない。

過積載防止に概ね努めることが出来た。
ダンプ、ユニック車の空気圧点検は概ね
出来た。

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価

1 電気使用量の削減
永山倉庫（試験室）のエアコンの清掃が
できなかった。LEDライト変更は協議
中。

9月に清掃した 12月に清掃した 3月に清掃した

9月にLEDライトに変更 9月に施工済み、電気量が削減した。 9月に施工済み、電気量が削減した。

取組目標 達成手段
５月～７月 ８月～１０月 １１月～１月 ２月～４月

評価 評価 評価 評価
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〇本社

担当者 実施状況

1 就業時間外はパソコンの電源をOFFにする。 ○

2 クールビズ、ウォームビズに心掛け、エアコン電気使用量の削減に努める。 △

3 3ヶ月に1回、エアコンのフィルターを清掃する。 ○

1 年内にエコカー車を1台購入する。 ◎

2
過積載防止に努め、月1回タイヤ空気圧をチェックする。
（ガソリンスタンド） △

担当者 実施状況

1 コピーするときは出来るだけ両面コピーや裏紙使用とする。 ○

2 印刷する前に再度チェックを行い、ミスコピーを減らす。 ○

担当者 実施状況

1 水使用量の削減 1 節水に対する意識を向上させるため、張り紙等を掲示する。 石橋 ○

担当者 実施状況

1 顧客・第三者のクレーム０化 1 顧客又は各関係者とのコミュニケーション力を高める。 石橋 ○

担当者 実施状況

1 年に3回、本社周辺の清掃活動を実施する。 ◎

2 週に1回、デスク周りの整理・整頓を実施する。 ○

担当者 実施状況

1 社内掲示板にエコアクションの進捗状況を掲載する。 ○

2 1ヶ月に1度各部署において環境教育訓練等を行う。 ○

3 電子マニュフェストでの管理50％を目指す。 ◎

4  2ヶ月に1度技術部内でドローン・トータルステーションの技術指導を行なう。 △

◎・・良く出来た　〇・・概ね出来た　△・・あまり出来なかった　×・・ほとんど出来なかった

10．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組計画

目標は継続するが、2023年度はICTの技術向上に取り組
んでいきたい。

1 環境経営の推進 黒木

エコアクションの取組み状況及び結果等を回覧板や掲示
板で全社員に周知出来た。電子マニュフェストの導入に
ついては、4月現在ほぼ達成できた。ICTの技術向上につ
いては、まだまだ指導が必要と思われる。

目標は継続する。

　環境教育

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画

目標は継続する。

　地域貢献活動の推進

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画

1 社内外清掃 石橋
9月、1月、4月に本社周辺の清掃活動を行った。週1回の
デスク周りの整理整頓は概ね出来た。

全社員に節水に対する意識を向上させることが出来た。

　顧客・第三者クレーム０化

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画

本社においてはコミュニケーション力が向上している。 目標は継続する。

次年度の取組計画

全社員がコピー枚数削減に取り組めた。基準月に比べ、
コピー枚数を約4000枚削減することが出来た。

コピー枚数の削減については成果があがっており、2023
年も目標を継続する。

取組の評価 次年度の取組計画

次年度の取組計画

概ね電気使用量の削減に努めることが出来た。クールビ
ズ、ウォームビズについては、心掛けたが直接的なエア
コンの節電には結びつかなかったと思われる。

原単位での比較として概ね20％の削減が出来ており、大
半の目標は継続して2023年度は活動していく。

2台のハイブリッド車を2月に購入できた。
月1回のタイヤ点検は約3割の社員にしか出来ていない。

年に1台はハイブリッド車の購入を検討したい。ガソリン
の燃費向上に向け、全社員に周知徹底し取り組んでい
く。

　二酸化炭素排出量の削減

取組目標 達成手段

1 電気使用量の削減 石橋

取組の評価

2 ガソリン使用量の削減 石橋

石橋

　廃棄物排出量の削減

取組目標 達成手段

1 一般廃棄物排出量の削減

取組の評価

　水使用量の削減

取組目標 達成手段
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〇各倉庫

担当者 実施状況

1 3ヶ月に1回、エアコンのフィルターを清掃する。 ○

2 上古賀倉庫をLEDライトに変更し節電に努める。 ◎

2 ガソリン使用量の削減 1
過積載防止に努め、月1回タイヤ空気圧をチェックする。
（ガソリンスタンド）

中島 ○

担当者 実施状況

1 分別を徹底しリサイクルに積極的に努める。 ○

2 分別を徹底し、再利用できるものは保管しておく。 ○

担当者 実施状況

1 節水に対する意識を向上させるため、張り紙等を掲示する。 ○

2 試験室の水槽を分割し、CBR試験など節水に努める。 ○

〇各現場

担当者 実施状況

1 ガソリン使用量の削減 1
過積載防止に努め、月1回タイヤ空気圧をチェックする。
（ガソリンスタンド）

中島 ○

1 建設機械、発電機、コンプレッサーなどアイドリングストップに努める。 ○

2 建設機械使用時は最大出力70％以下で作業する。 ○

担当者 実施状況

1 分別を徹底しリサイクルに積極的に努める。 ○

2 分別を徹底し、再利用できるものは保管しておく。 ○

担当者 実施状況

1 水使用量の削減 1 節水に対する意識を向上させるため、張り紙等を掲示する。 中島 -

担当者 実施状況

1 顧客・第三者のクレーム０化 1 顧客又は各関係者とのコミュニケーション力を高める。 中島 △

◎・・良く出来た　〇・・概ね出来た　△・・あまり出来なかった　×・・ほとんど出来なかった

　顧客・第三者クレーム０化

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画

2件のクレームがあったがコミュニケーション力は向上。 目標は継続する。

　水使用量の削減

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画

各現場での水使用はなかった。 目標は継続する。

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画

1 産業廃棄物排出量の削減 中島
産廃の分別については概ね出来た。産廃は木くずやコン
クリ殻が多く中間処理施設に運搬し処分した。（リサイ
クル）

目標は継続する。

2 軽油使用量の削減 中島
建設機械、発電機、コンプレッサーなどアイドリングス
トップに努め、軽油使用量の削減に心掛けることが出来
た。

目標は継続する。

　廃棄物排出量の削減

　二酸化炭素排出量の削減

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画

ユニック車、トラックの月1回のタイヤ点検は概ね出来
た。

目標は継続しつつ、ガソリンの燃費向上に向け、全社員
に周知徹底し今以上に取り組んでいく。

　水使用量の削減

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画

1 水使用量の削減 中島
上古賀倉庫、永山倉庫において、水道蛇口付近に節水
シールを張り社員の意識向上を図った。

目標は継続する。

　廃棄物排出量の削減

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画

1 産業廃棄物排出量の削減 中島
産廃の分別については概ね出来た。産廃は木くずやコン
クリ殻が多く中間処理施設に運搬し処分した。（リサイ
クル）

目標は継続する。

1 電気使用量の削減 中島
エアコンのフィルター清掃は3ヶ月に1回の清掃ができ
た。LEDライトは9月に取り換え、電気量が削減できてい
る。

特に永山倉庫のエアコン等の電気使用量削減に取り組
む。

ユニック車、トラックの月1回のタイヤ点検は概ね出来
た。

ガソリンの燃費向上に向け、全社員に周知徹底し今以上
に取り組んでいく。

　二酸化炭素排出量の削減

取組目標 達成手段 取組の評価 次年度の取組計画
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1、 遵守状況をチェックした結果、環境関連法規の違反はありません。

2， 過去3年間にわたり、関係機関からの違反等の指摘及び訴訟はありません。

No. 遵守状況 チェック日付

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

〇 2023.5.15

5 労働安全衛生法 〇 2023.5.15

6 建設リサイクル法 〇 2023.5.15

11．環境関連法規の遵守状況、訴訟の有無

環境関連法規名 法的要求事項の内容及び基準

1
産業廃棄物の処理及
び清掃に関する法律

産業廃棄物保管基準の遵守

産業廃棄物の収集、処理委託基準の遵守

産業廃棄物管理責任者の設置

産業廃棄物管理票による管理

産業廃棄物の処理に関する事項の報告

産業廃棄物管理票の写しの保存

管理票交付者の報告書

排出事業者の責任遵守

騒音規制法2
特定施設の届出

規制基準の遵守

特定施設の届出

工事概要等の通知

3 振動規制法

4 フロン排出抑制法

規制基準の遵守

特定製品のフロン類のみだり放出禁止

空調機の簡易点検

引取証明書の保存義務（3年間）

医師による健康診断の実施
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・環境経営方針について

環境への意識も個人及び全社を上げて上昇傾向にあり数字に現れています。

これを油断無く維持させることが最重要だと思います。よって、現状の方針に沿って

本マネジメントに取組みます。

・環境経営目標・環境経営計画について

環境経営目標は充分達成されている。

環境経営計画は継続してこれを行い、必要に応じて資材・資金の提供は行います。

現状では何れも変更の必要性は無いと思います。

委員会の確実な運営・見守りを期待します。

・全体評価

本格的に「エコアクション21」に一年間取組み、企業の社会的責任に具体的に貢献

　出来る体制が整いつつあります。

この取り組みにより、我社の二酸化炭素排出量も削減化しつつあるようです。

2022年度は工事において県知事賞・大臣賞を受け、大いに社の機運が高まった年でした。

全社員の参加により、様々な面で具体的に実を結びつつあります。

今後も皆の意識の向上及びその維持に心がけ、二酸化炭素の排出量を減らし地球環境の

　保護に貢献していきましょう。

12．代表者による全体評価と見直し・指示

2023 年 5 月 18 日

代表取締役社長 永添 洋壱
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13．緊急事態の訓練状況

消防訓練の実施 実施日：令和4年12月28日

消火訓練状況

通報訓練状況

避難訓練状況

消火器訓練中

通報訓練（総務部）

社長へ避難完了の報告所定の避難所へ集合

消火器使用要領の説明
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現場における緊急事態想定訓練の実施 実施日：令和4年11月10日

訓練前のミーティング

水中ポンプ設置確認 オイル吸着マットによる油除去

オイル漏れ部分の応急処置
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14．環境活動の取組み

EA21委員会の実施

EA21委員会実施状況

本社周辺の清掃活動実施

清掃活動状況

〇 3ヶ月に1回、EA21委員会を開き、環境経営目標、計画の達成状況を評価しています。

〇 当社は15年ほど前より、本社周辺の清掃活動を4ヶ月に1回実施しています。

最近は河川のゴミもかなり減ってきました。

2022 8月 2023 2月
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トヨタ プロボックス 38-95

トヨタ プロボックス 38-96

2月購入

　〇 CO2排出量削減を目的として、令和4年度にハイブリッド車を2台を購入しました。社員全員エコ運転に

　　努めています。

　〇 社員全員にエコ活動への意識向上を図るため、全社用車に自社作成のステッカーを取り付けています。
　　 また、1年ごとにポスターを作成し、 エコ活動に取り組んでいます。

2020年度

CO2排出量削減

社員のエコ活動への意識改革

2021年度 2022年度
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　〇上古賀倉庫をLEDライトに取り替えました。

　〇 上古賀倉庫で水を使用するときは、できるだけ地下水を使用しています。

　〇 ICT活用に向け、定期的に講習を実施しています。

CO2排出量削減

節水、節約

LEDライト（6灯）

資材の水洗い 社用車の洗車

ハイウォッシャー

環境教育

社内ドローン操作講習 社内TS講習
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　〇工事名：櫨ノ谷地区渓流等県土保全緊急対策事業工事（抑制・抑止工）（災害）
　〇場　所：唐津市相知町平山上地内

佐賀県様より、「令和4年度 佐賀県治山工事コンクール最優秀賞」を受賞しました。

表 彰

完成写真

<主な工事内容>

アンカー工 N=31本

農林水産省様より、「第38回民有林治山工事コンクール 大臣賞」を受賞しました。

地すべり防止工事
排土工 V=2089㎥ 集水井工 L=13.5m

排水ボーリング工 N=1本
集水ボーリング工 N=12本

令和4年11月16日 授賞式（東京） 永添洋壱社長
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